


区将来ビジョンは区  

役所で配布のほか、  

区ウェブサイトでも  

ご覧いただけます。  

 
区の沿革 
区の沿革 

                 
あじさいプラン（千種区区政運営方針）とは  

地域の課題や要望を踏まえて行政サービスや区民生活の向上をはかるため、区将来ビジョ  

ンに基づき区役所が主体的に取り組む事業をまとめたものです。  

 

区将来ビジョンとは  

平成 29 年 3 月に名古屋市が策定した「区のあり方基本方針」に基づき、区を取り巻く社  

会状況の変化を踏まえ、めざすべき区の姿を明らかにし、その実現に向けた中長期の取り組  

みを体系化したもので、令和 2(2020)年度から令和 5（2023）年度までの 4 年間の計画  

です。毎年度の取り組みはあじさいプランに掲載し、区将来ビジョンの進行管理を行います。                       

  区民の皆さまへ  

 日頃より区政の運営にご理解とご協力をいただきありがとうございます。  

千種区ではこのたび「住みたいまち  住みやすいまち  千種区  ～暮らしやすさ

を実感できるまちをめざして～」を基本目標に掲げた区の将来ビジョンを策定す

るとともに、令和 2 年度に区が実施する主な取り組みをこのあじさいプランにま

とめました。  

 千種区が将来にわたって、「住みたいまち、住みやすいまち」となり、皆さま

に暮らしやすさを実感していただけるまちとなるよう、職員一丸となって全力で

取り組んでまいりますので、引き続き皆さまのご支援ご協力をよろしくお願いい

たします。  

令和 2 年 5 月  千種区長  西野  輝一  

区政運営方針  



 
区の沿革 

 
区の沿革  

 
区のシンボルマーク  

 
区のマスコットキャラクター  

  

 
わかもの  

が多く活動するまち  

区の沿革 
区の沿革 

区の沿革 区の沿革 
区の沿革 区の沿革 区の沿革 面積・人口・世帯数  (令和 2 年 4 月 1 日現在 ) 

                               
区の沿革 高校 9 校 生徒数   約 1 万人  

大学 5 校 学生数 約 2.4 万人  

千種区の「千」の字を伸びる

樹にみたて意匠化し、太陽と

緑に恵まれた区をイメージ

したもの  

コアラをモチーフにした

キャラクター  

頭のアジサイとまあるい

しっぽがチャームポイント 

（昭和 47年 1月 20日制定）  （平成 21年 9月 27日誕生）  

（平成 2年 1月 22日制定）  （平成 2年 1月 22日制定）  

区の花：アジサイ 区の木：ハナミズキ
(○数字は 16 区中の順位）  

2 5 人 に 1 人 が 外 国 人  

昭和 12年(1937年)10月   東区から分区して誕生  

昭和 30年(1955年)  4月   愛知郡猪高村を編入し、猪高支所を設置  

昭和 41年(1966年)  6月   庁舎建て替えのため、仮庁舎（昭和塾堂）へ移転  

昭和 45年(1970年)  1月   千種区役所現庁舎完成  

昭和 50年(1975年)  2月   名東区の一部として猪高地区が分区（現在の区域）  

平成 29年(2017年)10月   区制施行 80 周年  

住環境・商業・自然・教育がバランスよく  

調和したまちとして発展しています。 

（16 区中の順位）  

転入者数  ２位  

転出者数  １位  

外国人数  ４位  

高校・大学数  １位  

生徒・学生数  １位  

転入者数  年間約 1.4 万人  

転出者数  年間約 1.3 万人  
特性  

住民の異動  

が多いまち  
特性  

特性  
外国人  

が多く暮らすまち  

千種区は  

人  口  世帯数  面  積  

18.18 ㎢ ⑧ 165,283 人④ 87,728 世帯③  

区の花、区の木  



１ 

  
  

   
 

めざすまちの姿 

 １ 地域で支え合い、安心・安全に暮らせるまち・・・・・・・・  P2～  

施策 1 地域防災力の向上をはかります  

 施策 2 犯罪や交通事故のない安心・安全な地域づくりを進めます  

 

２ 安心して子育てができるまち・・・・・・・・・・・・・・・・  P5～  

施策 3 安心して子育てができるよう子育て家庭を応援します  

施策 4 子どもが健やかに成長できる環境づくりを進めます  

 

３ 誰もがいきいきと健康で安心して暮らせるまち・・・・・・・  P9～  

施策 5 高齢者が地域で安心して暮らせるよう支援します  

施策 6 生涯にわたって心身ともに健康に暮らせるよう支援します  

施策 7 障害に対する理解を深め、障害のある人の自立と社会参加を支援します  

 

４ 魅力と活力にあふれ、誰もがまちの魅力を語れるまち・・・P13～  

施策 8 まちの魅力発信を積極的に進めます  

施策 9 文化芸術活動やスポーツを通じてまちの活力を向上させます  

 

５ 快適な都市環境と感じるまち・・・・・・・・・・・・・・・・P15～ 

施策 10 きれいで気持ちよく暮らせる環境をつくります  

 施策 11 身近な自然にふれる機会をつくります   

 

信頼される区役所づくり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P17～ 

施策 12 区民ニーズの把握  

 施策 13 区民サービスの向上  

 

区役所からのお知らせなど・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P19～  

※掲載する事業は、やむを得ず変更又は中止となる場合がありますのでご了承ください。  

「住みたいまち 住みやすいまち 千種区」 

～暮らしやすさを実感できるまちをめざして～ 

基本目標 
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地域で支え合い、安心・安全に暮らせるまち 

地域防災力の向上 

めざすまちの姿１     
●指定避難所開設・運営訓練【 総務課・消防署 】 

南海トラフ巨大地震、台風や大雨による風水害の発生時に、地域が自 

 主的に円滑に避難所を開設・運営できるよう、地域や関係機関と協働し 

て、避難所開設キット※を活用した実践的な訓練を実施します。 

 

 

 

 

●地域防災リーダーの育成【 総務課・消防署 】 

災害対策委員や自主防災会長などを対象に地区防災カルテ※を活用し 

 た防災講習を実施し、日頃の防災・減災活動や災害発生時に中心的な役 

割を担うリーダーの育成をします。 

 

 

 

 

●総合水防訓練・総合防災訓練【 総務課・消防署 】 

地域、防災関係機関や事業者などと協力・連携して、「自助」「共助」 

「公助」の理念に基づき、総合的かつ実践的な訓練を実施します。 

   また、関係機関が実施する災害時医療救護所訓練や災害ボランティ 

 アセンター設置・運営訓練にも協力し、災害対応力の強化に取り組み 

 ます。 

 

 

●防災診断書を活用した自主防災組織への防災提案・支援【 消防署 】 

大規模災害発生時には、地域住民の活動を中心とした初期消火、安否 

 確認等の初期対応が必要です。その活動の中心となる自主防災組織に対 

し、消防職員が防災診断を行うことで活動実態を把握し、診断結果に基 

づいた防災提案・支援を行います。       
施策 １  地域防災力の向上をはかります 

区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和 5年度） 

地域における防災への取り組みが進んでいると思う区民
の割合 

56.3％ 
（令和元年度） 

59％ 

家具の固定などの転倒防止対策を実施している区民の割
合 

58.9％ 
（令和元年度） 

100％ 

地域の災害リスクや防災上の課題等を把握している自主
防災組織の割合 

64.8％ 
（令和元年度） 

100％ 

指定避難所開設・運営訓練 

※地区防災カルテ：地域の地形、歴史、災害リスク、防災活動状況など、防災に関連す 
る情報をまとめたもの 

※避難所開設キット：避難所を開設、運営するために必要な最低限のものをひとまとめ 
にしたもの   

地域防災リーダー講習会 

総合防災訓練 



３ 

 

若い世代の防災意識の向上 

地域で支え合い、安心・安全に暮らせるまち めざすまちの姿１ 

○くらして、そなえて。なごやBosaiブック ○避難所開設キット 

避難所を開設、運営するために必要な最低限のもの 

をひとまとめにしたものです。今年度、全避難所に配
備予定です。   災害時に特有の困りご

とを抱える女性の目線に

寄り添った防災への備え

を促すために名古屋市が

作成した冊子です。  

  
●消防団員確保の支援【 消防署 】 

消防団員の充足率向上をはかるため、区内の様々な行事などで消防団 

 活動の紹介を行うなど積極的に「消防団員募集」の広報を行い、消防団 

員の確保を支援します。特に、女性消防団員の活躍状況を紹介するなど、 

女性消防団員の募集に注力します。 

 

 

●戸別訪問等による家具等転倒防止対策の推進【 消防署・総務課 】 

各世帯を戸別訪問し、家具等固定の普及・啓発を進めるなど、各世帯 

 の防災意識の向上をはかります。 

また、自力での作業が困難な世帯には、名古屋市の養成講座を修了し 

た「千種区家具転倒防止ボランティア」等が訪問して、家具等の転倒防 

止作業を実施します。 

 

 

●救命講習【 消防署 】 

応急手当についての知識、技術を広く区民の皆さまに普及するため、 

 消防署において救命講習を開催するほか、地域などからの依頼により、 

 消防職員及び消防団員が救命講習を実施します。 

 

 

 

 

●ちくさ子ども防災キャンプ【 総務課 】 

区内の小学校4～6年生を対象に、地域での防災・減災に関する将来の 

 担い手のすそ野を広げるために、これまで以上に多くの方に参加いただ 

き、より実践的な内容を盛り込んだ宿泊型の訓練である「ちくさ子ども 

防災キャンプ」を自由ケ丘小学校で開催します。 

 

 

●わかものを対象とした防災講座【 総務課 】 

自分や家族を守る「自助」、学校や地域で助け合う「共助」など防災へ 

の理解を深め、防災意識の向上を目的に、より多くの学校で学生対象の 

防災講座を開催します。 

  

 

家具の転倒防止作業 

救命講習 

ちくさ子ども防災キャンプ 

（区役所・消防署などで配布） 



４ 

 

防犯活動の推進 

交通安全啓発活動の推進 

地域コミュニティの活性化 

    
●防犯活動の推進【 地域力推進室・警察署 】 
犯罪被害を防ぐため、地域や警察と協働して防犯キャンペーンを実施し、青色回転灯装備車による 

パトロールの回数を増やしていきます。特に、近年多発している特殊詐欺の被害防止に向け、高齢者 

を対象とした「特殊詐欺被害防止講話」や金融機関窓口及び無人ATM付近での防犯キャンペーンを行 

うほか、組回覧や広報なごやをはじめとする様々な媒体を活用した広報活動を行います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●交通安全啓発活動の推進【 地域力推進室・警察署 】 

区内の交通事故を少しでも減らすため、地域住民や警察、学校などの 

 関係機関と協力して、対象者に応じた「交通安全講話」や「交通安全教 

室」、「交通安全キャンペーン」を実施します。 

また、外国人を対象とした交通安全啓発活動を新たに実施します。 

 

 

 

 

 

●地域コミュニティの活性化【 地域力推進室 】 

安心・安全な地域づくりを進めるため、町内会・自治会の活動をリー 

 フレットや小冊子、広報なごや等で紹介するとともに、転入者や未加入 

世帯への支援を充実させ、町内会・自治会への加入促進をはかります。 

また、地域コミュニティに関する交流会を開催するなど、住民の自主 

 的なコミュニティづくりを支援します。 

施策 ２ 
 
犯罪や交通事故のない安心・安全な地域づくりを進めます 

区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和 5年度） 

犯罪や交通事故のない安心・安全なまちづくりが進んでい
ると思う区民の割合 

54.9％ 
（令和元年度） 

63％ 

区内における主要罪種※の認知件数 476件 
（令和元年） 

420件 

区内における年間交通事故死者数 2人 
（令和元年） 

0人 

交通安全教室 

コミュニティ交流会 

 
このステッカーは地域の方や区内民間事業者、行政 

が一体となって「こあらっち見守り大作戦」を展開し 

ていることをPRするために貼っていただいています。 
たとえば、千種郵便局、新聞販売店、介護事業者な 

どの車両のほか、こども110番の家や商店街の店舗な 

どに貼られています。 

防犯・見守り・交通安全など皆さまのご協力により 

安全で安心して暮らせるまちをめざしています。 

※主要罪種：体感治安に影響を与えやすい罪種のうち名古屋市が指定する罪種で、強盗、恐喝、侵入盗、自動車盗、オートバ 

イ盗、自転車盗、部品ねらい、車上ねらい、ひったくり及び自動販売機ねらいをさす。 

防犯キャンペーン 
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安心して子育てができるまち 

子育て家庭の孤立感・不安感の軽減 

めざすまちの姿２     
●エンゼル訪問（赤ちゃん訪問）【 民生子ども課 】     
主任児童委員などが、生後3か月から6か月の第1子の赤ちゃんのいる 

家庭のほか、市外から転入した生後6か月から1歳未満の第1子の赤ちゃ 

んのいる家庭に訪問します。 

 

 

 

●子育てサロンの支援【 民生子ども課・保健予防課 】 

主に乳幼児のいる保護者同士の交流を目的とした子育てサロンを開催 

 する地域団体に対して事業補助を実施します。 

また、保健師や保育士による出張育児相談に加え、新たに保育案内人 

による出張保育園案内を行うことで、子育てサロンの充実を支援します。 

 

 

 

●こあらっち子育て応援講座【 民生子ども課 】 

子育て家庭の孤立感や不安感の軽減をはかるための講座として、保護 

 者同士のつながりを深めるだけでなく、新たに身近な地域でのつながり 

 づくりの担い手となることをめざす内容を加えた託児付きの連続講座を、 

11月の児童虐待防止推進月間に実施します。 

 

 

 

●子育てネットワーク事業の推進【 民生子ども課・保健予防課 】 

地域子育て支援センターを中心とした子育て関係機関で構成する子育 

 てネットワークちくさと連携し、遊び場「ミニ子育て広場」を開催する 

とともに、「子育て支援情報がいど」を発行します。「ミニ子育て広場」 

においては、保育案内人の出張保育園案内を実施し、保育園入所等に関 

する相談ができる機会を設けることで充実をはかります。 

また、千種区保育園連絡会と連携し、遊び場「子育て広場in千種」の 

開催や保育所情報を提供します。 

 

 

 

 

 

施策 ３ 
 
安心して子育てができるよう子育て家庭を応援します 

区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和 5年度） 

子ども（主に乳幼児）を安心して育てることができるまち
だと思う区民の割合 

81.8％ 
（令和元年度） 

85％ 

子育て広場の参加者数 1,341人 
（令和元年度） 

1,700人 

子育てサロン 

ミニ子育て広場 

子育て支援情報がいど 
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働きながら子育てしやすい環境づくり 

子どもを虐待から守るための支援 

妊娠期から子育て期へ切れ目のない支援 

  

○保育案内人（ほいくあんないびと） 

 保育所等の利用を希望する保護者等に対して、多様な保育サービスの内容や幼稚園などの情報を幅広く提
供し、個々のニーズに即したきめ細やかな支援を行います。千種区では、2名の保育案内人が民生子ども課に
おり、地域の子育てサロンやミニ子育て広場などへの出張保育園案内も行っています。  

 

●外国人の子育て支援プロジェクト【 民生子ども課 】 

外国人も安心して子育てができるよう、やさしい日本語と4ヶ国語による「かんたん子育てガイド」 

の作成や、コミュニケーションの難しさを解消するTV通訳機能が付いた「タブレット端末」を活用し 

た家庭訪問等の実施、やさしい日本語と外国語による子育てサロンのチラシの作成などを通して、外国 

人の子育てを応援する取り組みを実施します。 

 

 

 

●働きながら子育てしやすい環境づくり【 民生子ども課 】 

保護者が安心して子育てと仕事の両立ができるよう、保育案内人をはじめとした子育てのコンシェル 

 ジュとして機能できる窓口づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

●児童虐待の防止【 民生子ども課・保健予防課 】 

児童相談所はじめ関係機関と連携しながら妊娠期から切れ目のない支 

 援を行い、児童虐待の防止に取り組みます。 

 また、子育てに関する相談先について様々な機会で周知するとともに、 

児童虐待の発生予防・早期発見に向け、5月・11月の児童虐待防止推進 

月間には、特に「児童相談所虐待対応ダイヤル 189」の普及に力を入れ 

て、児童虐待防止のシンボルマークである「オレンジリボン」などの広 

報・啓発を実施するほか、保護者を支援する講座を開催します。 

 

 

 

●妊娠期から子育て期へ切れ目のない支援【 保健予防課・民生子ども課 】 

妊娠、出産、育児に対する不安を軽減し、安心して子育てができるよう、子育て支援に携わる関係機

関と連携し、妊娠期から子育て期へ切れ目のない支援を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子ども・子育てに関する相談窓口 

児童相談所     ☎１８９
いちはやく

（全国共通、24時間365日） 

なごやっ子SOS  ☎761－4152（24時間365日） 

CAPNAホットライン  ☎232－0624 月～土曜日（祝日、年 

末年始を除く）10：00～16：00 

○妊娠に関する相談窓口 

なごや妊娠SOS  ☎933－0099 月・水・金曜日（祝日、 

12/29～1/3を除く）10：00～13：00 

オレンジリボン啓発コーナー 

○配偶者からの暴力に関する相談窓口 

※緊急時は110番をしてください。 

名古屋市配偶者暴力相談支援センター 

  ☎351-5388 月～金曜日（祝日、年末年始を除

く）10:00～17:00 

名古屋市DV被害者ホットライン 

  ☎232-2201 土・日・祝日（年末年始を除く） 

10:00～18:00  

○子育て総合相談窓口（子育て世代包括支援センター） 

 保健センターにある「子育て総合相談窓口」は、母子健康手帳をお渡しすることから始まり、妊娠・出産・子
育てに関する各種の相談や必要な情報提供・アドバイスを行う「子育て世代包括支援センター」として支援を行
っています。 

保健予防課 ☎757-7033 月～金曜日 電話相談 8:45～17:15 面接相談 9:00～16:30 
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安心して子育てができるまち 安心して子育てができるまち 

千種区における３歳までの主な子育て支援 

めざすまちの姿２                                                
                                   

3歳 

妊娠期  

1歳 6か月 

6か月 

3か月 

出産期 

1歳 

母乳相談【保健予防課】 

母乳促進・卒乳相談 

新生児・乳児訪問【保健予防課】 

保健師または助産師が家庭訪問 

 

子育てサロン【主催:地域団体（民生子ども課）】 

主任児童委員等による育児相談、親子の交流・おしゃべりの場の提供（主に乳幼児を育てる親）  
子どもの事故防止セミナー【保健予防課】 

乳幼児の事故防止と応急手当の講話・実技（3か月～1歳未満児の親） 

外国人の子育て支援プロジェクト【民生子ども課】 

かんたん子育てガイドの作成や TV通訳の活用など、外国人も安心して子育てが 

できるよう応援する取組み 

赤ちゃん訪問（エンゼル訪問）【民生子ども課】 

主任児童委員等が家庭訪問（3～6か月児(第１子)のいる家庭） 

（市外転入 6か月～1歳未満児(第１子)のいる家庭）  
3(4)か月児健康診査【保健予防課】  
ママのためのビューティー講座【保健予防課】 

赤ちゃんと一緒に体操しながらロコモ予防を学ぶ（６か月～１歳未満児(第１子)と母親）  
赤ちゃんパクパク教室【保健予防課】 

離乳食の話、お口の発達の話など（8～9か月児(第１子)と親） 

はじめての歯みがき教室【保健予防課】 

むし歯予防の話、親子でふれあい歯みがき実践など（10～11か月児(第１子)と親）  
こあらっち子育て応援講座【民生子ども課】 

  
2歳前後の心のそだち講座【保健予防課】 

2歳児の心のそだちを学ぶ（1歳11か月～2歳5か月児と親）  
３歳児健康診査【保健予防課】 

離乳食相談【保健予防課】 

離乳食についての個別相談（4か月～1歳 6か月児と親）  

ニューファミリーセミナー【保健予防課】 

出産及び育児のための準備講座、食事の話、歯の話、沐浴、妊婦体験など（概ね5～8か月の妊婦とその家族） 

もうすぐパパ・ママになる人の健康クッキング教室【保健予防課】 

栄養のとり方、簡単な調理を学ぶ（妊婦とその家族） 

 

学生と連携して離乳食のレシピ集を作成。レシピ集を活用した実演教室 

（4か月～1歳未満児と親） 

幼児食教室【保健予防課】 

幼児食の食生活、むし歯予防を学ぶ（1歳 7か月～3歳児と親）  
就学前 

親子むし歯予防教室【保健予防課】 

歯科検診、フッ素塗布、歯みがき相談など（0歳～就学前の子と親） 

子育て広場【地域子育て支援センター等（民生子ども課）】 

親子での遊び場や育児相談の場（0歳～就学前の子と親）  

市 

外 

転 

入 

の 

み 

1歳 6か月児健康診査【保健予防課】  

８か月 

10か月 

1歳 7か月 

1歳 11か月 

4か月 

子育て総合相談窓口（子育て世代包括支援センター）【保健予防課】 

子育てに関する総合相談 
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思春期を迎える児童に対する取り組み 

学生等との連携による子育て支援 

青少年健全育成の推進 

     
●思春期セミナー【 保健予防課 】 

主に小学校高学年を対象に、命の大切さを理解し豊かな人間性を育むこ 

とを目的に、講話と赤ちゃんの人形を使ってお世話体験をする「思春期セ 

ミナー」や民生委員・児童委員や地域の乳幼児とその親も参加し交流する 

「ふれあい思春期セミナー」を実施します。 

  

 

 

 

●子育て家庭の交流支援 親子クッキング教室【 保健予防課 】    

5歳から小学4年生を対象に、望ましい食習慣の実践や、食を通じてコ 

ミュニケーションの機会を増やし、健康なこころとからだをつくること 

を目的として、学生と連携して親子のクッキング教室を開催します。 

 

●乳幼児期の食事づくりの支援（子育て応援レシピ集の作成）【 保健予防課・民生子ども課 】       

子育ての困りごととして多い離乳食など食に関する情報をまとめた子育 

て応援レシピ集を学生と連携して作成します。さらに、レシピ集を活用し 

た離乳食実演教室を開催し、作り方・与え方の不安等を解決できるよう具 

体的にアドバイスするなど、乳幼児期の食事づくりを支援します。 

 

 

 

●青少年の健全育成【 地域力推進室・民生子ども課 】 

青少年が安心して暮らせるまちをめざし、夏と冬に「千種区子ども安心 

 週間」を設けて青少年育成区民大会や啓発活動の実施、防犯と交通安全を 

クイズ形式で掲載した「こども安心ドリル」の配付など、小・中学生を対 

象に自分の身を守ることや命の大切さについて呼びかけます。 

また、子どもを温かく見守る環境づくりを進めるため、地域の方々によ 

る登校時の声かけやあいさつ運動、パトロール活動などを通じて、子ども 

を見守る「地域の世話やき活動」の推進や子ども会活動への支援を行いま 

す。 

 

●高校生・大学生を対象とした薬物乱用防止啓発活動【 環境薬務室 】 

区内の高校及び大学に対し、学校及び学生と薬物乱用防止の啓発を行う 

 とともに、啓発グッズ、啓発資料を活用し、イベント等の場で若年層に対 

して啓発をはかります。 

施策 ４ 
 
子どもが健やかに成長できる環境づくりを進めます 

区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和 5年度） 

子ども（主に小学生以上）が健やかに成長できるような取
り組みが進んでいると思う区民の割合 

74.5％ 
（令和元年度） 

78％ 

「思春期セミナー」及び「ふれあい思春期セミナー」実施
学校数 

16校 
（令和元年度） 

19校 

ふれあい思春期セミナー 

親子クッキング教室 

青少年育成区民大会 

青少年ふれあいコンサート 
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 誰もがいきいきと健康で安心して暮らせるまち 

地域包括ケアシステムの推進  

本人の選択と本人・家族の心構えへの支援 

めざすまちの姿３   
●地域包括ケアシステムの推進【 福祉課・保健予防課・東部及び西部いきいき支援センター 】 

高齢になっても住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らし続けられるよう、「医療・介護・認知

症施策・介護予防・生活支援・住まい」の各サービスを一体的に提供することで、地域で支え合う仕

組みづくり（地域包括ケアシステム）を進めています。                          
●千種区版エンディングノート「私の想いをつないで帳」の普及・啓発【 福祉課 】   

千種区医師会等とともに作成した「私の想いをつないで帳」の普及のため、

「在宅医療・介護」や「在宅歯科医療」の知識など、これからの時間の使い方 

や人生の最終段階の迎え方などを家族や身近な方と考える機会となる講座を充 

実していきます。     
施策 ５ 

 
高齢者が地域で安心して暮らせるよう支援します 

区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和 5年度） 

高齢者が地域で安心して暮らせるまちだと思う区民の割
合 

73.2％ 
（令和元年度） 

78％ 

認知症サポーター養成講座受講者数（累計） 8,391人 
（令和元年度） 

12,300人 

  
在宅療養に関すること はち丸在宅支援センター ☎732-0874  
健康、福祉、介護、認知症

など高齢者の方の身近な

相談窓口 

東部いきいき支援センター※ ☎781-8343 

東部いきいき支援センター分室※ ☎726-8944 

西部いきいき支援センター※ ☎763-1530  
認知症予防など元気に暮

らすための教室の開催や

地域の皆さんが交流でき

るサロンの開催 など 

保健センター保健予防課 ☎753-1982 

 
☎711-1483 

社会福祉協議会 ☎763-1531  
市営住宅（高齢者向け）に

関すること 
区役所福祉課 ☎753-1839 

「私の想いをつないで帳」 

「地域包括ケアシステムガイドブック」 

都福祉会館 

問合せ・相談窓口 

※東部いきいき支援センター担当地域：大和・上野・東山・星ケ丘・自由ケ丘・富士見台・

（分室含む）            宮根・千代田橋 

※西部いきいき支援センター担当地域：千種・千石・内山・高見・春岡・田代・見付   
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地域活動の促進 

認知症の人や家族に対する支援の充実 

○オレンジリング 

認知症サポーター養成講座を受講して、認知症の 

人と家族を支援するために正しい知識を身につけた
人に渡されるリストバンドです。   

○名古屋市認知症の人と家族が安心して暮ら 

せるまちづくり条例 

 
市、市民、事業者及び関係機関が一体となって認知

症に関する取り組みを総合的に推進し、認知症の人と
家族が安心して暮らせるまちを実現することを目的に
制定されました（令和2年4月1日施行）。 

認知症の人と家族の意向の尊重に配慮し、地域の実
情に即して取り組むことで、認知症の人と家族をはじ
め、すべての市民が安心して暮らせるまち・なごやを
めざします。 

 
 

 

 

 

●高齢者の見守り活動【 福祉課・東部及び西部いきいき支援センター 】 

高齢者が孤立しない生活を送るため、ひとり暮らし高齢者や高齢者 

 のみ世帯の実態を把握し、高齢者福祉相談員による訪問、いきいき支 

援センターによる見守り支援事業の実施、民生委員による訪問など多 

様な主体による高齢者の見守り活動を行います。 

  また、緊急連絡先などを記載できる「こあらっち安心シート」を作 

 成し、見守りが必要な高齢者世帯に配付します。 

 

 

●高齢者の仲間づくり支援【 福祉課 】 

地域でいきいきと活動される元気な高齢者の増加をはかり、地域に 

 おける自主的な活動を促進するために、広報媒体やイベントでPRする 

ことで老人クラブ活動を通じた仲間づくりを支援します。 

 

 

 

 

 

 

●認知症サポーターの育成・活動支援【 福祉課・東部及び西部いきいき支援センター 】 

小・中・高校生や事業者などを対象に、認知症の人やその家族を温かく見守る認知症サポーターの養

成講座を実施します。あわせて、認知症サポーターが認知症カフェの運営など、地域の様々な場面で活

躍できるよう支援します。 

 

 

●認知症に対する正しい理解と知識の普及【 福祉課・保健予防課 】 

認知症の人と家族が安心して暮らせるまちをめざし、千種区認知症地域連携の会※と連携して、市民

講座や市民シンポジウムを実施します。 

また、若年層へ向けては、大学と協働するなど認知症への理解を深められる機会の充実をはかります。 

 

 

 

 

  

注意！詐欺電話 
「キャッシュカード」 
「暗証番号」の話は詐欺 

こあらっち安心シート 
緊急時には裏面を見てください 

（おもて） 

生年月日 年　　　月　　　日

持 病

名 前

電 話

名 前

電 話

あ な た の
お 名 前

かかりつけ
の 病 院

緊
急
連
絡
先
①

緊
急
連
絡
先
②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続柄）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続柄）

記入日   年  月  日 

発行元 千種区役所福祉課（℡ 052－753－1839） 

（うら） 

※千種区認知症地域連携の会：千種区医師会をはじめ区役所・保健センター・いきいき支援センター・かかりつけ医・認知症 

専門医・介護保険事業者等と地域住民との連携により、認知症の人と家族を地域で支える仕組 

みを創り出すことを目的として活動。 
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誰もがいきいきと健康で安心して暮らせるまち 

介護予防に向けた取り組み 

生活習慣病予防をはじめとした健康づくりの推進 

めざすまちの姿３ 

その他の取り組み 

  
●千種つるかめセミナー【 保健予防課 】 

① つるクラス 

高齢者が地域で活動・参加できる場を見つけ、介護状態やフレイル※を予防するため、栄養や口腔 

ケア、健康的な身体づくりなどをテーマに、運動や音楽療法などを通じて楽しく学ぶセミナーを開催 

します。 

② かめクラス 

食と口腔ケアを通じてフレイル※予防を学ぶ「かめクッキング」と、調理を通じて実践的な介護予 

防を学ぶとともに高齢男性であっても誰もが食生活を楽しめるよう「男性クッキング」を開催します。 

 

 

 

 

●ママのためのビューティー講座【 保健予防課 】 

第1子の乳児（生後6か月以上1歳未満）を持つお母さんを対象に、ロコ 

モ※予防を学ぶ「ママのためのビューティー講座」を実施します。 

 

 

●歯の健康づくりの推進【 保健予防課 】 

  幼稚園・保育園でのフッ化物洗口と高齢者の口腔機能向上の普及を推進 

します。 

  また、千種区歯科医師会と協働し、8020運動※の推進や歯と口の健康週 

間※に合わせ「歯と口の1日健康センター」を開催するほか、8020運動達 

成者と歯と口の健康週間ポスター優秀作品を表彰します。 

 

 

 

 

 

●HIV・性感染症検査【 保健予防課 】   

患者が増加しているエイズと梅毒のまん延を防止するため、HIV・梅毒 

即日検査を実施するとともに、エイズに関する相談や、ウェブサイト、外 

国語版を含むリーフレット等の配布などで正しい知識の普及に努めます。 

 

 

 

 

 

施策 ６ 
 
生涯にわたって心身ともに健康に暮らせるよう支援します 

区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和 5年度） 

健康づくりへの取り組みが進んでいると思う区民の割合 65.0％ 
（令和元年度） 

69％ 

健康づくり事業の参加者数 559人 
（令和元年度） 

650人 

毎週月曜日の午前： 

先着１５名 HIV・梅毒検査 

毎月第二金曜日の夜間： 

先着４０名 HIV検査のみ 

※ 無料・匿名・即日で実施 

あなたや周りの方は悩みを抱えていませんか？ 

ウェブサイト「こころの絆創膏」は、名古屋市が運営す
る様々な悩みに関する相談窓口の情報などを紹介する公
式のサイトです。悩みの種類に応じた約 190の相談機関
が検索できます。 

ひとりで悩まず、誰かに相談してみませんか？ 

※ 8020運動：80歳で 20本以上自分の歯を保とうという運動。 

※ 歯と口の健康週間：歯の健康に関する正しい知識の普及や予防の徹底が目的の週間。 

毎年６月４日から 10日まで実施。 

※ロコモ：骨や関節、筋肉など運動器が衰え、要介護や寝たきり状態になったり、その危 
険性が高くなったりする状態のこと。  

※フレイル：高齢期の「衰弱」、「虚弱」、「脆弱（ぜいじゃく）」などに代わる新しい名称で、加齢に伴い、気力や体力など心 
身の活力が低下した状態のこと。 

 

講座の様子 
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障害や障害のある人への理解の促進 

障害のある人への自立支援の推進 

その他の取り組み 

   
●啓発事業による広報・啓発【 福祉課 】 

障害のある人が地域で安心して暮らせるように、障害や障害のある 

人への理解を深め障害を理由とする差別を解消することを目的として、  

障害者疑似体験を新たに取り入れた啓発事業を障害者自立支援連絡協 

議会※と開催し、広報・啓発に努めます。 

 

 

 

●ヘルプマークの普及・啓発【 福祉課 】 

内部障害や難病をはじめ、外見からわからなくても援助や配慮を必 

要としている人が、周囲に配慮を必要としていることを知らせる「ヘ 

ルプマーク」や「ヘルプカード」の普及・啓発に努めます。 

 

 

 

●障害のある人への情報発信と防災研修【 福祉課 】 

 障害のある人の自立と社会参加を支援するために、障害者自立支援 

連絡協議会と連携して、障害者福祉事業所マップやガイドブックによ   

る情報発信を行うほか、事業所に加えて障害のある人を対象とした防 

災研修を実施します。 

 

●授産製品の販売促進【 福祉課 】 

障害のある人が製作に携わった授産製品を庁舎内のあじさいひろば 

 で展示するとともに、販売機会の提供や販売カタログの一層の充実を 

はかることで、授産製品の販売促進に努めます。 

 

 

 

●発達障害家族のつどい（家族教室）【 保健予防課 】 

 小児期の発達障害については、乳幼児健診等を通じ乳幼児発達相談のほか関係機関に繋げるなど、ご 

家族の相談をお受けしています。一方、成人期の発達障害については、そのご家族を対象に、発達障害 

家族のつどい（家族教室）を開催し、ご家族同士の交流、発達障害やそれに伴って生じる「生きづらさ」 

についての学習、接し方の習得、福祉制度などの情報提供を行います。 

 

施策 ７ 
 
障害に対する理解を深め、障害のある人の自立と社会参加を支援します 

区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和 5年度） 

障害のある人が自立して、安心して暮らせるまちだと思う
区民の割合 

53.4％ 
（令和元年度） 

60％ 

障害に対する啓発事業の参加者数 391人 
（令和元年度） 

1,000人 

 

※障害者自立支援連絡協議会：障害者支援に携わる事業所・障害者基幹相談支援セン
ター・行政などにより構成され、障害のある人やその
家族を支援することを目的として設置。 

啓発事業の様子 

障害者福祉事業所マップ 

お弁当やパンの販売を行っています。 

11時 30分～13時頃 

区役所1階西側（あじさいひろばなど） 
※変更になる場合があります。 

○障害に関する相談窓口 障害者の総合相談・助言・援助：千種区障害者基幹相談支援センター  ☎753-3567 

障害者差別に関する相談先  ：名古屋市障害者差別相談センター   ☎856-8181 

障害者虐待に関する相談先  ：名古屋市障害者虐待相談センター   ☎856-3003 

                                           障害者虐待休日・夜間電話相談窓口  ☎301-8359 

ヘルプマーク ヘルプカード 
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 魅力と活力にあふれ、誰もがまちの魅力を語れるまち 

区の魅力発信 

マスコットキャラクター「こあらっち」を活用した区の魅力発信 

広報なごや・区公式ウェブサイト・ＳＮＳ等を活用した魅力発信 

めざすまちの姿４    
●千種区名所案内 ～新旧共存！ good balance～【 地域力推進室 】  

区内の魅力スポットを区内外に向けて紹介し、まちの良さを知っていた 

 だくとともに、より多くの方に訪れてもらうための取り組みを実施します。 

 また、SNSを活用したフォトコンテストの実施により、新たな魅力の発 

見・拡散をはかります。 

 

●千種区民まつり【 地域力推進室 】 

幅広い世代がつどい交流を深める場として、テーマに基づいた企画をは 

 じめ、地域の方々による区民総踊り、模擬店、ステージイベント等を実施 

し、千種区の魅力を活かした特色ある区民まつりを実施します。 

 

●まちかど発掘事業【 地域力推進室 】 

千種区のまちの魅力を発掘するため、魅力スポットをめぐるまちあるき 

 イベントを実施します。 

また、まちあるきイベントの中でウォーキングコ―スの紹介、健康相談・  

健康チェックなどを行うことにより、健康に対する意識の向上をはかります。  

 

●アジサイいっぱい運動【 地域力推進室 】     

6月の千種区アジサイ月間を中心に、アジサイの育て方に関する講習会 

 などを実施するとともに、区内全域でアジサイの植栽を進め、区の花「ア 

ジサイ」を広めます。 

 

 

 

●千種区マスコットキャラクター「こあらっち」の活用【 地域力推進室 】  

  地域イベント等への着ぐるみの貸出や「こあらっち」のイラストやグッ 

ズを活用した広報により区の魅力を親しみやすく発信します。 

 

 

 

 ●区公式ウェブサイト等の広報ツールを活用した魅力発信【 地域力推進室 】   

区公式ウェブサイトやFacebook、広報なごや、あじさいひろば等の各種 

 広報ツールを活用して、区政に関するお知らせや区の魅力・イベントなど 

 最新の情報を幅広く提供します。 

また、魅力的なスポットを紹介する千種区魅力PR誌「ちくさんぽ」や史 

 跡をめぐるパンフレット「千種区史跡散策路」を配布します。 

施策 ８ 
 
まちの魅力発信を積極的に進めます 

区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和 5年度） 

まちの魅力が十分に発信されていると思う区民の割合 47.6％ 
（令和元年度） 

53％ 

区公式ＳＮＳの閲覧（リーチ）数 19,964件 
（令和元年度） 

36,000件 

千種区魅力 PR誌「ちくさんぽ」 

千種区民まつり 

まちあるきイベントの様子 

千種区名所案内 
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文化芸術活動の振興 

生涯スポーツの振興 

若い世代の発表の場の提供 

○生涯学習センター（☎722-9666） 

 生涯学習センターは、生涯学習の拠点として、また市民交流や地域活動の場として、皆さんが気軽に利用できる施設で
す。1年を2期(前期・後期)に分けて現代的課題などの講座を開いたり、生涯学習に関する相談や、講師・グループ情報な
どの提供を行っています。 

 

その他の取り組み 

   
●文化芸術活動の振興【 地域力推進室 】 

区民が文化や芸術に親しめるよう「いけばな展」「美術展」「俳句・川 

柳コンクール」を開催し、千種区により愛着を深めてもらうとともに、 

区民の文化活動の促進をはかります。 

 また、外国人が日本の文化芸術に触れ、日本文化への理解を深める機 

会を創出します。 

 

 

●生涯スポーツの振興【 地域力推進室 】 

 健康で豊かなスポーツライフを実現し、地域の活性化を促進するため、 

各種スポーツ大会を開催するほか、オリンピック・パラリンピック開催 

に向けて、スポーツへの関心が高まる中、スポーツの魅力を伝える事業 

を開催します。 

 また、千種区体育協会加盟団体の活動内容の紹介やスポーツ大会の開 

催結果を区公式ウェブサイトに掲載します。 

 

 

●若い世代の発表の場の提供【 地域力推進室 】 

俳句・川柳コンクールの子ども部門において、中学生以下の作品を募集することにより、若い世代が

文化芸術に触れ、作品を発表する場を設けます。 

 また、青少年の健全育成事業の一環として実施している街頭キャンペーンや青少年育成区民大会にお 

いて、高校生が出演する演奏会を行うなど、若い世代の発表の場を提供します。 

 

 

●区役所と生涯学習センターとの連携による生涯学習の推進【 地域力推進室・生涯学習センター 】 

 生涯学習センターが主催する事業において、区の魅力発信や課題への対応など区の特性に応じた企画 

ができるよう、生涯学習センターとの連携をはかります。 

 また、「俳句」・「防災」・「福祉」・「人権」・「多文化共生」・「生涯スポーツ」関連の講座を共催し、より 

効果的に事業を推進します。 

施策 ９ 
 
文化芸術活動やスポーツを通じてまちの活力を向上させます 

区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和 5年度） 

文化芸術活動やスポーツを通じてまちの活力が向上して
いると思う区民の割合 

56.0％ 
（令和元年度） 

61％ 

週１回以上の頻度で運動・スポーツを実施している区民の
割合 

44.3％ 
（令和元年度） 

65％ 

区が主催する文化芸術に関する事業の参加者数 1,451人 
（令和元年度） 

2,500人 

いけばな展 

家族ジョギング・ウオーキング大会 
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快適な都市環境と感じるまち 

快適な暮らしに向けた取り組み 

資源・ごみの分別方法の周知徹底 

ペットの適正な飼育に関する啓発活動の実施 

空家・空地・ごみ屋敷への対応 

めざすまちの姿５    
●クリーンキャンペーン【 地域力推進室・環境事業所 】 

「環境デーなごや」の主要事業として全市一斉に行われる「クリーン 

キャンペーン・なごや」にあわせ、区内全域において道路や公園の清掃 

活動を実施し、たばこや空き缶等の投げ捨て防止を通行人に呼びかけます。  

 また、幅広い世代が参加し、美しいまちを自らの手でつくり上げると 

いう機運を高めます。 

 

●道路・公園・河川の適切な維持管理【 土木事務所 】 

安心して暮らせるよう、安全を最優先に適切な維持管理を行います。 

 

 

 

 

●資源とごみの分別等の周知【 環境事業所 】 

  資源・ごみの分別の仕方や排出方法等を広報なごや、イベント、窓口等で周知します。特に、転入者 

や市政の情報が伝わりにくい学生・外国人等には分別アプリ「さんあ～る」やパンフレット等を活用し、 

効果的な広報・啓発を進めます。 

  

 

 

 

●ペットの飼い主マナーの向上【 保健管理課 】 

地域との協働による「ペットの飼い主マナーパトロール」や「イエロー 

チョーク作戦※」の実施、「千種わんダフルサポーター※」の募集等を通じ 

て飼い主マナーの向上をはかります。 

また、地域においてのら猫が増えないよう、避妊去勢手術を推進します。  

 

 

 

 

 

 

●空家の適切な管理の促進【 地域力推進室・環境薬務室・環境事業所・土木事務所・消防署 】 

管理が不適切な空家に関する情報収集を進め、市や区内関係各課公所（署）との連携を密にして、

空家の適切な管理を促進します。 

 

 

施策 10 
 
きれいで気持ちよく暮らせる環境をつくります 

区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和 5年度） 

きれいで気持ちよく暮らせるまちだと思う区民の割合 85.4％ 
（令和元年度） 

89％ 

ペットの飼い主マナーの向上に向けた事業参加者のうち
効果があったと回答した人の割合 

41.0％ 
（令和元年度） 

80％ 

歩道の清掃活動 

※イエローチョーク作戦：放置された犬のフンの周りを黄色のチョークで囲むことにより、 
迷惑に感じる人がいることを伝え、持ち帰りを促す方法。 

※千種わんダフルサポーター：犬の散歩マナー宣言を行い実践する飼い主。 巡回パトロール 
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親しまれる公園に向けた取り組み 

地域と連携した緑のまちづくり活動の推進 

 

身近な自然を感じられる取り組み 

○想いと笑顔をつなげよう 

なごやかベンチ・まごころ遊具 

みんなで名古屋の公園を魅力的にしていくため、 

あたたかいメッセージとご寄附をいただいて新し 

いベンチや遊具を設置する事業です。 

  

 

●空地をきれいにする運動【 地域力推進室 】 

学区の協力のもと、6月から10月まで「空地をきれいにする運動」を進め、管理の不適切な空地の 

所有者に対し、草刈りや樹木の剪定等、適正な管理を呼びかけます。 

 

●住居の不良堆積物への対策【 地域力推進室・環境薬務室・環境事業所・土木事務所・消防署 】 

物品等の堆積により不良な状態となっている住居について、堆積者に対し、市 

 や区内関係各課公所（署）と連携して堆積物の撤去等を働きかけるとともに、問 

題解決のための支援を行います。 

 

 

 

 

 

●自然観察会【 名東区公害対策室 】 

区内に残された自然環境と触れ合い、生物多様性・自然保護・環境保全 

について関心と理解を深める「自然観察会」を実施します。 

 

 

 

 

●地域貢献メニューへの参加促進【 土木事務所 】  

公園・街路樹・河川の各愛護会による緑のまちづくり活動などの地域貢献や、歩道橋ネーミングラ 

イツ・街路灯パートナー・スポンサー花壇・なごやかベンチ・まごころ遊具などの社会貢献のメニュ 

ーを呼びかけ、参加していただける方々を増やしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●花の名所公園の情報の発信【 土木事務所 】 

茶屋ケ坂公園のアジサイや千種公園のユリなど 

花の開花状況をウェブサイトで発信するなど情報 

の提供を行い、より親しみ、楽しんでいただける 

公園となるよう努めます。 

施策 11 
 
身近な自然にふれる機会をつくります 

区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和 5年度） 

自然と触れ合い環境保全について考える取り組みが進ん
でいると思う区民の割合 

65.0％ 
（令和元年度） 

70％ 

「緑のまちづくり活動」に携わった人数（延べ人数） 13,024人 
（令和元年度） 

13,600人 

詳しくは緑政土木局緑地利活用課 

（☎972-2489）へおたずねください。 リーフレット（土木事務所で配布） 

自然観察会 

茶屋ケ坂公園のアジサイ 千種公園のユリ 
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信頼される区役所づくり 

様々な機会を通した意見聴取 

若い世代に向けた取り組み 

○若い世代に向けた取り組み  若い世代に向けて以下の取り組みも行っています。 

・ちくさ子ども防災キャンプ（再掲）P3 

・わかものを対象とした防災講座（再掲）P3 

・各種子育て支援（参照）P7 

・高校生・大学生を対象とした薬物乱用防止啓発活動（再掲）P8 

・若い世代の発表の場の提供（再掲）P14 

など  

  また、高校や大学が多く「わかものが多く活動す
るまち」という特性を活かし、学生・学校と連携し

た取り組みも行っています。 

・親子クッキング教室（再掲）P8 

・子育て応援レシピ集の作成（再掲）P8 

・認知症に対する正しい理解と知識の普及（再掲）P10 

など  

  
●千種区区民会議【 企画経理室 】      

今後のめざすまちの姿など、区政に対する皆さまのご意見をお聴かせい 

ただく区民会議として、「千種区区民ブロック会議」と「千種区区民の集い」 

を開催します。 

  

●区民意識調査（区民アンケート）【 企画経理室 】      

区政運営方針の取り組みへの満足度、意見などを把握するために、区政 

に関する区民アンケートを実施します。 

 

●地域担当制による地域との連携【 総務課・地域力推進室 】 

各学区を担当する職員を決めて学区の防災訓練等に参加するとともに、 

様々な機会を通じて地域と区役所の交流を深め、区政に対する地域の声の 

把握に努めます。 

 

 

 

 

●千種区わかもの会議【 企画経理室 】 

  高校・大学の学校数と学生数が市内で最も多いという千種区の特性を活 

 かし、学校と連携して「わかもの会議」を開催します。将来を担う「わか 

 もの」からご意見をお聴かせいただき、施策に活かしていきます。 

  

●わかもの向けの選挙啓発【 選挙管理委員会事務室 】 

  将来を担う「わかもの」に対して選挙への関心を高めることを目的に、 

 学校での選挙出前トークの実施や高校・大学の文化祭等での選挙啓発の取 

り組みを進めます。 

 また、「千種区わかもの選挙サポーター」を募集し、学生等と協働で選  

挙出前トーク等に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 12 
 
区民ニーズの把握 

区

将

来 

ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和５年度） 

区役所が区民ニーズを把握していると思う区民の割合 
53.8％ 

（令和元年度） 

59％ 

区民ブロック会議 

区民の集い 

わかもの会議 

選挙出前トーク 
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多文化共生に向けた取り組み 

職員一人ひとりの意識改革 

 

窓口サービスの向上 

○多文化共生推進パンフレット 
 外国人に対して、日々の生活に必要なごみ出しなど

の生活情報や防災情報などをイラストでわかりやすく

紹介したハンディタイプのパンフレットです。（やさし

い日本語、英語、中国語、韓国語、ベトナム語、ネパ

ール語） 

  
○多文化共生に向けた取り組み 

 多文化共生に向けて、以下の取り組みも行ってい

ます。 

・外国人向け交通安全啓発（再掲）P4  

・外国人子育て支援プロジェクト（再掲）P6 

・外国人に対するごみの分別の周知（再掲）P15 

・タブレット端末を使用したテレビ電話通訳（再掲）P18  

など 

 

 

●窓口環境の整備【 総務課はじめ各課 】 

住民票などの証明書の速やかな交付とわかりやすい窓口案内に努めるとと 

もに、福祉コンシェルジュによる案内やタブレット端末によるテレビ電話を 

活用するなどして、障害のある人や外国語を話す人に対し円滑な対応がはか 

れるよう取り組みます。 

 また、ロビーに生け花を展示し和やかな窓口の雰囲気づくりに努めます。 

●接遇の向上【 総務課はじめ各課 】 

各職場が「接遇・CS※向上宣言」を掲げ、窓口の区民満足度を向上させる 

取り組みを実施します。 

  また、職員の接遇能力を高めるため、窓口アンケートの意見を参考に継続 

的に接遇の見直しをはかるとともに、外部講師による接遇研修を実施します。 

 

 

 

●業務改善【 総務課はじめ各課 】 

職員一人ひとりが身の回りの小さなことから業務改善に努め仕事の目的・根拠を常に意識するとと

もに、継続的な職場内研修（OJT）を行うことで職員の質を高めます。 

また、組織横断的なプロジェクトチームを設置するなど関係部署が連携して取り組むことにより、

区役所全体のレベルアップをはかります。 

 

●多文化共生に向けた取り組み【 地域力推進室はじめ各課 】 

外国人との意見交換を目的とした交流会を開催することで、日本と外国の生活習慣、社会的制度の 

違いや生活する上での課題を共有するとともに、携帯翻訳機を活用し外国人との積極的なコミュニケ 

ーションをはかることにより、相互に理解を深めることをめざします。 

 また、外国人に対して「名古屋市転入ウェルカムキット※」や「多文化共生推進パンフレット」を必 

要に応じて配付することで、日本の文化や生活習慣の理解が深まることをめざします。  

 

 

 

 

施策 13 
 
区民サービスの向上 

区

将

来 

ビ
ジ
ョ
ン 

成果指標 基準値（現状値） 目標値（令和５年度） 

区役所の窓口サービスに満足している区民の割合 
95.2％ 

（令和元年度） 

100％ 

※ＣＳ：Customer Satisfaction＝お客様満足度 

※名古屋転入ウェルカムキット：転入した外国人向けに、名古屋市の暮らしに役立つ情報が掲載されたチラシやパンフレッ 

トを封筒に入れてお渡しするもの。（英語はじめ 8ヶ国語） 

 

生け花の展示 
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福福祉祉制制度度利利用用にに係係るる区区役役所所のの窓窓口口・・組組織織のの変変更更  

 障害の種別にかかわらず１つの窓口で福祉制度利用申請ができるよう障害福祉窓口を変更すると

ともに、利用者にとって分かりやすく、利用しやすい窓口とすることを目的に、区役所福祉課の係

を再編しました。                       保健センター保健予防課の窓口業務のうち、精神障害（発達障害を含む）、難病等に係る福祉制度
利用申請受付が区役所福祉課に変更となりました。 

 対象業務  

  精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療（精神通院）、福祉特別乗車券、特定医療費助成制度 

（指定難病）、小児慢性特定疾病医療費支給、障害福祉サービス、障害児通所支援サービス 等 

千千種種区区役役所所庁庁舎舎のの改改築築  

築50年が経過し、老朽化が著しく、合築施設の耐震性が確保されていない千種区役所庁舎の改築

について、今後の予定をお知らせします。     

                                      B１ 保健センター保健予防課

　○難病相談支援

※窓口変更に関連する業務を抜すい

　○精神保健相談

１F 区役所福祉課

　○福祉窓口（高齢）

　○福祉窓口（身体・知的障害）

　○介護保険（給付）

　○地域包括ケアシステム

　○介護保険（保険料）

　○介護保険（要介護認定）

福

祉

係

介

護

保

険

係

１F 区役所福祉課

　○福祉窓口（高齢）

　○介護保険（給付）

　○介護保険（保険料）

　○介護保険（要介護認定）

　○地域包括ケアシステム

　○福祉窓口（身体・知的障害）

　○福祉窓口（精神障害、難病等）

高

齢

福

祉

係

障

害

福

祉

係

B１ 保健センター保健予防課

※窓口変更に関連する業務を抜すい

　○難病相談支援

　○福祉窓口（精神障害、難病等）

　○精神保健相談

令和元年度 令和２年度 

【 新庁舎の予定 】 

○改築場所       

現千種区役所所在地 

○建設予定施設 

  区役所、保健センター、土木事務所、 

都市再生機構賃貸住宅（ＵＲ住宅） 

○建設スケジュール 

  令和元～4年度  基本設計等 

   令和5年度以降  解体工事、建設工事  

【 新庁舎建設中の仮設庁舎の予定 】 

  ○場所   

東星ふれあい広場（東山公園内） 

  ○仮移転予定施設 

    区役所、保健センター 

○整備期間 

 令和3・4年度  
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事業名 

予算額 

（単位：千円） 
備考 

外国人の子育て支援プロジェクト 

 ～千種区で子育てする外国人を応援します！～ 
2,668 6ページ参照 

千種区名所案内 

 ～新旧共存！ good balance ～ 
3,120 13ページ参照    

 令和元年度末での寄附の実績            ６件 330,000円  

区 分 主な事項 
予算額 

（単位：千円） 

め
ざ
す
ま
ち
の
姿 

１ 
地域で支え合い、安心・安全に

暮らせるまち 
・防災、交通安全、防犯 1,479 

２ 安心して子育てができるまち 
・子育て家庭への支援、児童虐待の防止、青少年の健全育

成など 
1,467 

３ 
誰もがいきいきと健康で安心し

て暮らせるまち 

・高齢者の見守り支援、認知症の方と家族の支援、健康づ

くり、障害や障害のある人への理解の促進など 
1,367 

４ 
魅力と活力にあふれ、誰もがま

ちの魅力を語れるまち 
・区の魅力発信、文化芸術活動の振興 4,541 

５ 快適な都市環境と感じるまち ・ペットの飼い主マナーの向上 200 

信頼される区役所づくり ・区民意識調査、区政運営のＰＲ、多文化共生推進 1,340 

合計 10,394 

名    称 所在地 電   話 

千 種 警 察 署 千種区覚王山通８－６  ７５３－０１１０ 

千 種 消 防 署 千種区希望ヶ丘２－６－２１ ７６４－０１１９ 

千 種 土 木 事 務 所 千種区桜が丘１６ ７８１－５２１１ 

千 種 環 境 事 業 所 千種区香流橋一丁目１－７７ ７７１－０４２４ 

上 下 水 道 局 千 種 営 業 所 千種区振甫町３丁目３４－２ ７２２－８７５０ 

上下水道局東部管路センター 千種区振甫町 3丁目３２－１ ７２１－２２５１ 

千 種 図 書 館 千種区田代町字瓶杁１－１３７ ７８１－７４３１ 

東 山 総 合 公 園 千種区東山元町３－７０ ７８２－２１１１ 

千 種 区 社 会 福 祉 協 議 会 千種区西崎町２－４－１（在宅サービスセンター内） ７６３－１５３１ 




